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１．はじめに  

本稿その 2 では，壁際においてエアダンパーを併用した免震試験体の振動台実験の結果について報告する。 

２．試験概要 

２．１ 試験体  

写真 1 および図 1 に試験体を示す。試験体は，背面にエアダンパーを貼り付けた重量 340kg の自販機を，多

点滑り免震上に設置したものである。多点滑り免震は，セルシートを 1500mm×1500mm，滑走プレートを幅

1500mm×奥行き 1000mm とした。 

 エアダンパーは，自販機背面の高さ 1000mm の両サイド 2 か所に貼付け，エアダンパーと壁面には 15mm

の隙間を設けた。自販機と壁面の間隔は 100mm である。計測は，振動台と自販機の加速度と 3 次元変位計測

システムによる自販機の変位である。実験は，防災科研の大型耐震実験施設の水平一軸振動台で行った。 

２．２ 実験パラメータ 

 入力波は，JMA 神戸 NS 方向 100%とし，エアダンパーの通気穴の径と穴の個数をパラメータとした。エ

アダンパーの諸元を表 1 に示す。 

３．実験結果 

３．１ 変位・加速度 

通気穴を小 3 個とした場合について，図 2 に入力波と自販機脚部における加速度と変位の時刻歴を，図 3

に変位と加速度の関係を示す。エアダンパーは，初動時にのみ壁面と接触し，試験体は，壁面から 500mm 程

度撥ねかえった所を中心として動いている。 

応答加速度は，エアダンパーが壁面に接触した後に最も縮んだ時に最大値となり，その後おおむね 100～

150gal 程度となっている。 

図 4 にエアダンパーの通気穴面積と最大縮みの関係を示す。最大縮みは，通気穴面積が大きい方が大きくな

る傾向がうかがえる。 

図 5 にエアダンパーの通気穴面積と最大加速度の関係を示す。最大加速度は，通気穴を大きくするほど小さ

くなり，通気穴面積が小さい時 3.0m/s2 弱であるが，特大穴 3 個の場合，1.8m/s2 程度に低減される。 

３．２ 残留変形・最大変形 

 図 6 にエアダンパーの通気穴面積と，自販機の残留変形および最大変形の関係を示す。残留変形は，通気穴

を大きくするほど小さくなり，通気穴面積が小さい時 450mm 程度である。特大穴 3 個の場合，170mm 程度に

低減される。最大変形は，通気穴を大きくするほど小さくなり，通気穴面積が小さい時 750mm 程度であるが，

特大穴 3 個の場合，410mm 程度に低減される。 

３．３ 吸収エネルギー 

表 2 に試験体の運動エネルギーUk=m･v2/2 と，エアダンパーが接触してから最大縮みに達する際の吸収エネ

ルギーE の関係を示す。吸収エネルギーE は，図 7 に示す最大縮みと，Ve･Ceからなる楕円面積/4 と仮定した。 

キーワード： 滑り免震，壁際，免震クリアランス，空気ばね 
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